
令和５年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

問題別調査結果　［算数］
八丈町立大賀郷小学校－児童

・以下の集計値／グラフは、４月１８日に実施した調査の結果を集計した値である。

※ただし、４月１８日に調査を実施していない学校については、４月１９日以降４月２８日までに実施した調査の結果を集計した値とする。

集計結果
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問題別集計結果
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１（１） ４(１)
ア(ア) ○ ○ 95.0 94.3 93.5 5.0 0.9 0.8

１（２） ５(１)
イ(ア) ○ ○ 85.0 90.9 88.5 0.0 1.2 1.0

１（３）
５(１)
イ(ア)
５(２)
イ(ア)

○ ○ 55.0 61.7 55.5 20.0 3.5 3.4

１（４）
３(３)
ア(ア) ○ ○ 75.0 82.5 80.8 0.0 1.3 1.2

２（１） ４(１)
ア(イ) ○ ○ 65.0 65.0 59.8 0.0 0.9 0.7

２（２）
２(１)
ア(イ)
４(１)
ア(ア)

○ ○ 95.0 89.6 87.2 0.0 3.3 2.9

２（３）
３(１)
ア(ア)
５(１)
ア(イ)

○ ○ 15.0 35.2 24.9 10.0 4.2 3.7

２（４） ５(３)
イ(ア) ○ ○ 0.0 29.5 20.8 10.0 4.6 4.0

３（１） ４(６)
イ(ア) ○ ○ 60.0 73.4 70.3 10.0 1.9 1.4

３（２）

３(５)
ア(イ)
４(４)
ア(エ)
イ(ア)

○ ○ 45.0 62.4 56.7 20.0 4.4 4.0

３（３）
４(６)
ア(ア)
４(７)
ア(ア)

○ ○ 45.0 75.0 72.4 15.0 3.0 2.5

３（４）
３(４)
イ(ア)
４(３)
ア(ア)

○ ○ 45.0 54.2 47.6 25.0 4.8 3.9

４（１） ５(３)
ア(イ) ○ ○ 40.0 56.2 46.0 15.0 3.0 2.4

４（２） ４(２)
ア(イ)

３(１)
ア(ア) ○ ○ 70.0 78.6 75.7 25.0 5.0 4.3

４（３）
３(１)
ア(イ)
イ(ア)

○ ○ 50.0 56.0 56.2 35.0 15.9 13.8

４（４） ４(１)
ア(ア) ○ ○ 55.0 67.2 64.6 15.0 5.6 4.9

92,209 964,350

54.8 48.2

68.8 75.8

67.3

　全体

学習指導要領の領域

56.7 71.0 67.3

43.8

（２位数）÷（１位数）の筆算について、図を基
に、各段階の商の意味を考えることができるかど
うかをみる

百分率で表された割合について理解しているかど
うかをみる

椅子４脚の重さが７ｋｇであることを基に、４８
脚の重さの求め方と答えを書く

椅子の数が２倍になっても、高さは２倍になって
いないことについて、表の数を使って書く

対象児童数
八丈町立大賀郷小学校

20

分類 区分

58.3

切って開いた三角形を正三角形にするために、
テープを切るときのＡの角の大きさを書く

テープを直線で切ってできた二つの三角形の面積
の大小について分かることを選び、選んだわけを
書く

２種類の辞典を全部並べた長さを求める二つの式
について、それぞれどのようなことを表している
のかを選ぶ

加法と乗法の混合した整数の計算をしたり、分配
法則を用いたりすることができるかどうかをみる

全部の椅子の数を求めるために、５０×４０を計
算する

示された日常生活の場面を解釈し、小数の加法や
乗法を用いて、求め方と答えを式や言葉を用いて
記述し、その結果から条件に当てはまるかどうか
を判断できるかどうかをみる

対象問題数
（問）

平均正答率(％)

貴校 東京都（公立） 全国（公立）

61.7 71.5

65.5

56.5

伴って変わる二つの数量の関係が、比例の関係で
はないことを説明するために、表の中の適切な数
の組を用いることができるかどうかをみる

伴って変わる二つの数量が比例の関係にあること
を用いて、知りたい数量の大きさの求め方と答え
を式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる

一の位が０の二つの２位数について、乗法の計算
をすることができるかどうかをみる

問題形式

48.6 61.2

78.0 74.7

37.5

評価の観点

伴って変わる二つの数量について、表から変化の
特徴を読み取り、表の中の知りたい数を求めるこ
とができるかどうかをみる

67.2

問題番号 問題の概要

５脚の椅子を重ねたときの高さを求める

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

56 67 62.5

52.4 47.3

53.0

※「学習指導要領の領域」と「評価の観点」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、
　それぞれの分類について各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは一致しない場合がある。

無解答率(％)

57.7

正答率(％)

63.2

68.6

出題の趣旨

70.9

東京都（公立） 全国（公立）

（　）を用いた式や、加法と乗法の混合した式を
場面と関連付けて読み取ることができるかどうか
をみる

テープを折ったり切ったりしてできた四角形の名
前を書く

台形の意味や性質について理解しているかどうか
をみる

正方形の意味や性質について理解しているかどう
かをみる

（１５１＋４９）×３と１５１×３＋４９×３を
計算したり、分配法則を用いたりして答えを求め
る

運動カードから、運動した時間の合計が３０分以
上である日数を求める

示された基準量と比較量から、割合が３０％にな
るものを選ぶ

３種類のファイル２３人分を全部並べた長さの求
め方と答えを記述し、全部のファイルを棚に入れ
ることができるかどうかを判断する

テープを２本の直線で切ってできた四角形の名前
と、その四角形の特徴を選ぶ

正三角形の意味や性質について理解しているかど
うかをみる

高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係
を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数
を用いて記述できるかどうかをみる

二つのグラフから、３０分以上の運動をした日数
が「１日」と答えた人数に着目して、分かること
を書く

示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わ
せたグラフを読み、見いだした違いを言葉と数を
用いて記述できるかどうかをみる

二次元の表から、読み取ったことの根拠となる数
の組み合わせを選ぶ

二次元の表から、条件に合う数を読み取ることが
できるかどうかをみる

「以上」の意味を理解し、示された表から必要な
数を読み取ることができるかどうかをみる

６６÷３の筆算の仕方を説明した図を基に、筆算
の商の十の位に当たる式を選ぶ
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